
とっとり
市議会
だより

２月定例会のあらまし

　２月定例会を２月21日から３月20日までの28日間
にわたって開催しました。
　本定例会では、市長から平成26年度当初予算等68議
案が提出され、審議の結果、全議案とも原案のとおり
可決・同意しました。
　なお、代表質問には４会派から４人、各個質問には
23人の議員が登壇し、活発な議論が展開されました。
　また、最終日には市庁舎整備に関する調査特別委員
会が中間報告を行いました。
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鳥取市議会事務局 〒680－8571　鳥取市尚徳町 116番地　TEL（0857）20－3343　FAX（0857）20－3049

 E-mail:gikai@city.tottori.lg.jp

表紙作品を募集しています。  詳しくは P16をご覧下さい。

（鳥取市　まっちゃんさん　提供）

2 平成26年度当初予算決まる！！
市庁舎整備に関する
　　調査特別委員会中間報告
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起立による、当初予算の採決の様子

平成 26年度の主な事業

●河原インター山手工業団地分譲推進事業
●しゃんしゃん祭振興会補助金（50周年）
●胃がん・肺がん検診を無料化
●空き家対策事業

平
成
㉖
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

　

市
議
会
は
、
行
政
の
透
明
性

や
公
平
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

割
や
、
議
員
が
政
策
を
提
案
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
市
長
が
提
案
す

る
予
算
や
条
例
の
可
否
を
決
定

す
る
「
議
決
権
」
が
与
え
ら
れ

て
お
り
、
議
決
が
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
予
算
や
条
例
が
実
行
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月
定
例
会
で
は
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
当
初
予
算
は
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

【平成26年度当初予算の概要】
　平成26年度の一般会計当初予算は、４月
に市長選挙が行われるため、義務的経費を
中心とした骨格予算となりました。
≪一般会計≫
　予算総額　　 847億8,700万円
　　対前年度　▲10億2,300万円 ▲1.2％減
≪特別会計（16会計）≫
　予算総額　　 417億1,750万円
　　対前年度　　 3億4,194万円増 0.8％増
≪企業会計（４会計）≫
　予算総額　　 351億3,741万円
　　対前年度　　53億6,705万円　18.0％増
　総 合 計
　予算総額　  1,616億4,191万円
　対前年度　　　46億8,599万円増 3.0％増

当初予算関連議案（21議案）を予算審査特別委
員会へ付託

当初予算関連議案に対し、総括質疑が行われます
※総括質疑では、議員が議案について疑問や不明確な点な
どを市長や部長に問います

各分科会で所管する議案の審査を行います

分科会からの報告・報告に対する質疑・討論・
採決

予算審査特別委員会からの報告・報告に対する
質疑・討論・採決

平成26年度当初予算決定 ！！

市長から当初予算関連議案（21議案）が議会に
提出

議会は予算審査特別委員会を設置、同委員会内
に５分科会を設置
※予算審査特別委員会とは、当初予算審査のために本会議
での議決により設置される委員会。全議員で構成されます

※予算の範囲は非常に幅広く内容も複雑なため、５分科会
に分かれ、詳細かつ専門的に審査します

予算審査特別委員会
委員長　児島　　良　　副委員長　平野真理子

⬇（５分科会を設置）
総務企画分科会 福祉保健分科会
分科会長　有松　数紀 分科会長　田村　繁已
文教経済分科会 建設水道分科会
分科会長　金谷　洋治 分科会長　中村　晴通
庁舎整備分科会
分科会長　中西　照典

※議決結果はＰ14
　ページに掲載し
ています

～平成２６年度当初予算が決まるまで～
（議会での審議の流れ）

その他の交付金
3,267（3.8％）

自主財源
35,483
（41.8％）

依存財源
49,354
（58.2％）

歳入
84,787

歳出
84,787

市　税
22,700

     （26.8％）

人件費
11,855
（14.0％）

公債費
11,106
（13.1％）

義務的経費
39,587
  （46.6％）

消費的経費
21,979
（25.9％）

扶助費
16,626
（19.5％）

投資的経費
4,396
（5.3％）

普通建設事業
4,396
（5.3％）

物件費
10,918
（12.9％）

補助費等
10,337
（12.2％）

維持補修費
724（0.8％）

繰出金
10,942
（12.9％）

その他の経費
18,825
（22.2％）

貸付金等
7,883
（9.3％）

（単位：百万円、％）

分担金・負担金
1,176（1.4％）

使用料・手数料
1,633（1.9％）

地方交付税
23,584
（27.8％）

国県支出金
16,639
（19.6％）

市　債
5,864
（6.9％）

その他
9,924

（11.7％）

本会議

予算審査
特別委員会

５分科会

予算審査
特別委員会

本会議

本会議

本会議

一般会計
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各
分
科
会
か
ら
の
報
告
を
踏

ま
え
、
次
の
８
項
目
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

費
に
つ
い
て

　

地
域
協
力
隊
員
と
し
て
、
平

成
26
年
度
、
佐
治
地
域
に
４
人

の
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
活
性
化
や
振
興
を

は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
地
域

協
力
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
３

年
間
の
事
業
終
了
後
も
確
実
に

地
域
へ
の
定
住
に
つ
な
が
る
よ

う
全
国
の
ケ
ー
ス
を
参
考
に
し

て
事
業
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
初
の
取
組

み
で
あ
り
、
佐
治
地
域
で
の
事

業
が
成
功
例
と
な
り
、
各
地
域

で
の
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
よ
う
な
展
開
を
期
待

し
ま
す
。

わ
が
町
支
え
愛
活
動
支
援

事
業
補
助
金
及
び
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
制
度
普

及
促
進
事
業
費
に
つ
い
て

　

こ
の
２
つ
の
事
業
は
、
災
害

が
発
生
し
た
際
、
地
域
ぐ
る
み

で
互
い
に
支
え
あ
う
支
援
体
制

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
の

事
業
で
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の

避
難
体
制
や
平
常
時
の
見
守
り

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
必
要
な
事
業
だ

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
２
つ

の
事
業
は
同
じ
よ
う
な
事
業
内

容
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
範
囲

が
町
内
会
で
あ
っ
た
り
地
区
で

あ
っ
た
り
し
て
お
り
、
地
域
で

の
取
り
組
み
に
混
乱
を
招
く
わ

か
り
づ
ら
い
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
２
つ
の
事
業
を

は
じ
め
、同
趣
旨
の
事
業
等
も
全

庁
的
に
精
査
し
、
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
制
度

に
統
合
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金
に
つ
い
て

　

本
補
助
金
は
地
域
福
祉
活
動

の
中
心
を
担
っ
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
で
あ
り

ま
す
が
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
各
種
事
業
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
事
業
な

の
か
、
市
や
県
か
ら
の
委
託
事

業
や
補
助
事
業
な
の
か
、
ま

た
、
そ
の
事
業
の
財
源
の
構
成

等
、
体
系
的
な
こ
と
が
非
常
に

わ
か
り
づ
ら
い
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

事
業
自
体
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
独
自
で
行
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
運
営

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
市
と
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
を
密
に
し
、
事
業

内
容
等
を
し
っ
か
り
と
把
握
さ

れ
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
利

用
し
や
す
い
事
業
執
行
を
図
ら

れ
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
補
助
金
に
つ
い
て

　

公
益
社
団
法
人
鳥
取
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

補
助
金
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
経

営
の
安
定
を
図
り
、
就
業
に
よ

る
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参

加
を
通
じ
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

運
営
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。
交
付
の
目
的
に

基
づ
き
事
業
が
適
切
に
実
施
さ

れ
て
い
る
か
評
価
・
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の

活
動
が
活
発
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
市
と
し
て
指
導
・
助
言
を

行
う
な
ど
積
極
的
に
か
か
わ
ら

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
交
付
団
体

に
つ
い
て
も
同
様
の
対
応
を
さ

れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

鳥
取
駅
周
辺
再
生
整
備 

事
業
費
に
つ
い
て

　

鳥
取
駅
前
太
平
線
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
バ
ー
ド
・

ハ
ッ
ト
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
民
に
対
し
て
そ
の
魅

力
が
ま
だ
十
分
伝
わ
っ
て
い
な

い
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
、
継
続
的
な
事
業
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
と
す
る
一
方
、

他
の
商
店
街
へ
の
支
援
と
の
均

衡
を
図
り
、
全
市
的
な
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
執
行
部
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
委
託
費
、
補
助
金
を

支
出
す
る
に
当
た
り
、
対
象
と

な
る
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
績

や
効
果
等
を
踏
ま
え
た
事
業
評

価
を
し
っ
か
り
と
行
い
駅
周
辺

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
努
力
を

す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
普
及

推
進
事
業
費
に
つ
い
て

　

家
庭
系
ご
み
処
理
手
数
料
が

住
宅
用
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
事
業
の
財
源
と
し
て
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
袋
販

売
手
数
料
収
入
を
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
補
助
金
の
財
源
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
家
庭
用
ご

み
袋
を
有
料
化
し
た
目
的
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
執
行
部
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
生
ご
み
の
再
資
源
化

な
ど
可
燃
ご
み
の
減
量
を
進
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
系
ご
み
処

理
手
数
料
の
歳
出
へ
の
財
源
充

当
事
業
を
再
検
討
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

市
庁
舎
整
備
推
進
事
業
費

に
つ
い
て

　

本
事
業
の
広
報
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
正
確
性
や
時
期
を

含
め
、
公
正
・
公
平
な
事
業
執

行
を
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

資
料
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
事
業
別
概
要
に

つ
い
て
、
過
去
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
も
何
度
か
指
摘
し
、

改
善
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
見

や
す
さ
と
い
っ
た
点
で
ま
だ
ま

だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
別
概
要
に
掲
載

さ
れ
る
事
業
は
、
各
部
署
に
お

い
て
選
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
が
、
分
科
会
で
議
論

と
な
っ
た
事
業
で
事
業
別
概
要

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
別
概
要
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
都
度
見
直
し
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、
新
規
事
業
や
制
度

改
正
が
あ
っ
た
も
の
に
加
え
、

市
民
生
活
に
影
響
の
大
き
い
事

業
等
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

た
だ
く
よ
う
十
分
精
査
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
各
部
局
が
作
ら
れ
る

予
算
資
料
に
つ
い
て
は
、
書
式

が
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
説

明
資
料
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
見
や
す
く
前
年
度
予
算
額

や
補
正
前
後
の
予
算
額
は
必
ず

記
載
す
る
な
ど
、
審
査
し
や
す

い
資
料
作
成
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
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２
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
は
、
４
つ
の
会
派
が
「
代

表
質
問
」
を
、
㉓
人
の
議
員

が
「
各
個
質
問
」
を
行
い
ま

し
た
。「
代
表
質
問
」
は
、

４
人
以
上
で
構
成
す
る
会
派

を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
、

「
各
個
質
問
」
は
、
議
員
個

人
の
立
場
・
観
点
で
質
問
を

行
い
ま
す
。
本
誌
で
は
、
各

会
派
・
議
員
の
質
問
の
中
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い

て
質
問
と
答
弁
の
趣
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、
議
事
録
の
全
文

は
、
５
月
下
旬
よ
り
鳥
取
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

代表質問
各個質問
　くらし・まちづくり
　行財政改革
　安全・安心
　教育
　農林水産業
　文化芸術
　環境
　市庁舎
　観光

P4 ～ P5
P6 ～ P13
P6 ～ P7
P7 ～ P8
P9 ～ P10
P10 ～ P11
P11 ～ P12
P12
P12 ～ P13
P13
P13

２月
定例会
一般質問

代
表
質
問

新

結

上杉　栄一

椋田　昇一

竹
内
市
政
⓬
年
間

の
総
括
と
評
価
に

つ
い
て　
　
　
　

本
市
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
人
口

動
態
に
つ
い
て

問 

竹
内
市
長
は
昨
年
⓫
月
㉖

日
、
臨
時
記
者
会
見
の
席
上

で
、
次
期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

を
断
念
し
、
現
在
の
任
期
を

も
っ
て
市
長
を
退
任
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
長
は
自
ら
の
⓬

年
間
の
市
政
運
営
を
振
り
返

り
、
ど
う
総
括
し
、
評
価
す
る

か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
平
成
14
年
４
月

に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
３

期
12
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
私
は
「
人
を
大
切
に
す

る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
市
民
の
た
め
の
新
し
い
市

政
の
実
現
を
目
指
し
、
１
期
目

か
ら
一
貫
し
て
、
市
民
が
主
役

の
市
政
の
実
現
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
３
期
目
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
で
あ
る
鳥
取
力
の
向
上

な
ど
６
つ
の
柱
、
50
事
業
の
目

標
達
成
に
努
め
、
昨
年
９
月
末

現
在
の
目
標
達
成
率
が
90
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

私
と
し
て
は
、
12
年
間
の
取

組
を
振
り
返
り
、
多
く
の
市
民

の
ご
協
力
の
も
と
、
鳥
取
市
が

次
の
時
代
に
山
陰
の
中
心
都
市

と
し
て
発
展
し
続
け
る
た
め
の

基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

目標達成事業の１つ、鳥取環境大学の改革・公立大学法人化

平成32年までの人口の見通しを示し
た第９次鳥取市総合計画

問 

人
口
動
態
は
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
際
に
ま
ず
把
握

し
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

国

※

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
は
、
日
本
が
今
後
㊿
年
間

に
人
口
の
３
分
の
１
を
失
う
と

推
計
し
て
お
り
、
本
格
的
な
人

口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
。
し

か
し
、
市
政
の
基
本
と
な
る
第

９
次
鳥
取
市
総
合
計
画
（
以

下
、
９
次
総
）
に
あ
る
人
口
推

計
は
、
す
で
に
実
態
と
大
き
く

か
け
離
れ
て
い
る
。
本
市
の
今

後
の
人
口
動
態
と
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
係
る
分
析
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
９
次
総
で
は
、

平
成
22
年
に
19
万
７
千
人
で

あ
っ
た
本
市
の
人
口
は
、
平
成

27
年
に
は
19
万
５
千
人
、
平
成

32
年
に
は
19
万
３
千
人
と
予
測

し
て
い
る
。
本
市
の
人
口
動
態

予
測
か
ら
、
市
税
の
減
少
、
経

済
産
業
分
野
に
お
け
る
消
費
の

減
少
、
医
療
費
・
公
費
助
成
額

の
増
や
保
険
料
・
医
療
費
負
担

質問した
項目

１　竹内市政12年間の総括と評価について
２　平成25年度市税収入の見込みと26年度の

見通しについて
３　ふるさと納税について
４　公立鳥取環境大学の現状と課題について
５　ガイナーレ鳥取支援について
６　「明るい鳥取市の未来」と「次世代育成」

について
７　竹内市政12年間の福祉施策の成果と今後

の取り組みについて
８　健康づくり・疫病予防と社会保障制度の運

営について
９　「鳥取市空き家等の適正管理に関する条例」

について
⓾　新可燃物処理施設の進捗状況と今後の見通

しについて
⓫　国際交流について

質問した
項目

１　本市の将来ビジョンと人口動態について
２　平成26年度予算について

３　公共施設並びにインフラの整備について

４　財政計画と地方財政の安定化について

５　教育改革について

６　放射性廃棄物について
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清 

和 

会

鳥取市防災会議の様子

多くの施設に指定管理者制度が適用されている
　　　　　（写真は福部町ほっとスイミングプール）

の
増
、
地
域
防
災
に
お
け
る
担

い
手
不
足
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
地
域
相
互
組
織
等
の
弱
体

化
、
適
切
な
学
校
規
模
等
の
学

校
間
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
発
生

等
、
多
く
の
影
響
を
危
惧
し
て

い
る
。

※
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

　

平
成
８
年
に
設
立
。
人
口
研
究
・

社
会
保
障
研
究
の
ほ
か
、
人
口
・
経

済
・
社
会
保
障
の
相
互
関
連
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
行
う
組
織
。

金谷　洋治

問 

今
後
、
人
口
が
ま
す
ま
す

減
少
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
は
、
本

市
が
生
き
残
っ
て
い
く
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
、
財
政
健
全
化
の
た
め
、
鳥

※

取
市
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進

平
成
㉖
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て　

や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が

行
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
平

成
㉖
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

財
政
健
全
化
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
平
成
㉗
年
度
か
ら

の
地
方
交
付
税
の
合

※

併
算
定
替

の
縮
減
へ
の
対
応
も
含
め
て
今

後
の
見
通
し
を
尋
ね
る
。

答 
（
市
長
）
平
成
26
年
度
の

当
初
予
算
編
成
で
は
、
公
債
費

の
縮
減
、
基
金
に
依
存
し
な
い

予
算
編
成
、
自
主
財
源
の
確
保

と
い
う
３
拍
子
そ
ろ
っ
た
財
政

の
健
全
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替

の
縮
減
を
踏
ま
え
、
財
政
需
要

を
考
え
な
が
ら
、
合
併
特
例
債

の
活
用
な
ど
の
機
動
的
な
財
政

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
や
、
平

成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

６
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
取
組

を
通
じ
て
今
後
の
動
き
に
対
応

で
き
る
体
質
を
築
い
て
い
き
た

い
。

公 

明 

党
平野真理子

女
性
力
を
生
か
し
た

｢
輝
く
鳥
取｣

の
構

築
に
つ
い
て　
　
　

問 

今
、
女
性
力
が
改
め
て
見

直
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
掲
げ

る
成
長
戦
略
に
は
女
性
の
雇
用

ッ
プ
事
業
を
創
設
し
、
若
者
と

新
た
な
人
材
を
募
集
す
る
市
内

事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

実
習
の
後
、
雇
用
へ
と
結
び
つ

け
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
26
年
１
月
ま
で
に
１
４
６
人

が
実
習
を
終
了
、
１
１
３
人

（
う
ち
女
性
62
人
）
が
継
続
雇

用
さ
れ
て
い
る
。

（
市
長
） 

防
災
会
議
の
女
性
委

員
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
前
任

よ
り
１
名
増
え
て
３
名
に
な
る

予
定
だ
が
、
女
性
力
を
大
い
に

発
揮
し
て
い
た
だ
く
た
め
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

※
防
災
会
議

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
地

域
防
災
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
実
施

の
推
進
な
ど
を
行
う
た
め
市
町
村
に

置
か
れ
る
組
織
。

※
鳥
取
市
定
員
適
正
化
計
画

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
に
、
簡

素
で
効
率
的
な
、
ま
た
持
続
可
能
な

組
織
機
構
の
確
立
を
目
的
と
す
る
。

現
在
、
平
成
㉓
～
㉗
年
度
を
計
画
年

度
と
す
る
第
2
次
計
画
期
間
に
あ

り
、
㉓
年
度
当
初
の
職
員
数

１
４
０
５
人
を
平
成
㉗
年
度
末
に

１
２
５
８
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

※
合
併
算
定
替

　

合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
普
通
交
付

税
が
直
ち
に
減
少
す
る
こ
と
は
合
併

の
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
合

併
後
一
定
期
間
は
、
旧
市
町
村
が
存

続
し
た
も
の
と
み
な
し
て
普
通
交
付

税
を
算
定
す
る
措
置
。
本
市
で
は
合

併
後
⓾
年
が
経
過
す
る
平
成
㉗
年
度

か
ら
５
年
か
け
て
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
る
。

を
推
進
す
る
事
業
と
し
て
、
職

場
復
帰
を
希
望
す
る
人
と
新
た

な
人
材
を
採
用
し
た
い
中
小
企

業
等
と
の
橋
渡
し
を
す
る
事
業

が
あ
る
が
、
本
市
の
取
組
み
を

尋
ね
る
。
ま
た
、
女
性
の
視
点

を
生
か
し
た
防
災
対
策
を
進
め

る
た
め
に
防

※

災
会
議
に
女
性
委

員
の
登
用
を
２
倍
に
増
や
す
と

の
こ
と
だ
が
、
い
ま
だ
実
現
さ

れ
て
い
な
い
。
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
経
済
観
光
部
長
）
本
市

で
は
独
自
に
平
成
22
年
度
に

と
っ
と
り
若
者
イ
ン
タ
ー
ン
シ

質問した
項目

１　平成26年度予算案と財政見通しについて
２　女性力を生かした「輝く鳥取」の構築について
３　市民との情報共有について
４　市民の安全・安心について
５　教育と福祉の連携について
６　地域力の向上と経済対策について
７ 山陰海岸ジオパークの活用について

質問した
項目

１　平成26年度当初予算について
２　特例市制度について

３　鳥取市体育スポーツ施設の災害時避難所の

指定について

４　新市域振興監の役割について

５　保育所の運営について

６　経済と観光について

７　農林水産業の振興について

８　上水・簡水・下水の統合について

９　橋梁及び市営住宅の維持管理計画について

⓾　可燃物処理施設の現状と課題について

⓫　学校教育について

⓬　市立病院の経営について
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各
個
質
問

本
集
会
所
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

つ
い
て　
　
　
　石田憲太郎

（公明党）

く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

問 

現
在
、「
鳥
取
市
町
内
集

会
所
新
築
等
補
助
金
」
の
対
象

と
な
る
事
業
は
補
助
対
象
経
費

が
㊿
万
円
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
㊿
万
円
未
満
の
小
額
修
繕

等
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
修
繕
す
る
と
な

る
と
、
㊿
万
円
以
上
の
ま
と
ま

っ
た
改
修
時
期
ま
で
待
つ
か
、

急
ぎ
の
場
合
は
全
額
地
元
負
担

で
実
施
と
な
り
、
小
さ
な
町
内

会
に
は
負
担
が
大
き
く
な
る
。

使
い
勝
手
の
よ
い
制
度
と
す
る

た
め
、
補
助
対
象
経
費
の
下
限

撤
廃
も
し
く
は
引
き
下
げ
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
尋
ね

る
。答 （

市
長
）
集
会
所
は
あ
く

ま
で
町
内
会
所
有
の
施
設
で
あ

り
、
軽
微
な
修
繕
は
町
内
会
で

行
っ
て
い
た
だ
く
の
が
よ
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
内
会
構
成
員
の
高
齢
化

や
世
帯
数
の
減
少
な
ど
を
考
え

補助制度を活用して整備された桜谷団地
町内会館

る
と
、
集
会
所
の
修
繕
等
に
係

る
経
費
の
負
担
が
大
き
な
課
題

と
な
り
、
な
か
な
か
必
要
な
修

繕
が
で
き
な
い
。
こ
の
制
度
は

平
成
17
年
度
に
大
幅
拡
充
し
て

い
る
が
、
補
助
対
象
経
費
の
下

限
額
の
問
題
を
含
め
、
こ
の
制

度
全
般
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

度
具
体
的
な
検
討
を
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。

本
市
の
活
性
化
と

に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て　
　

太田　　緣
（無所属）

𠮷田　博幸
（清和会）

問 

本
年
４
月
１
日
よ
り
「
鳥

※

取
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
る

が
、
崩
れ
そ
う
な
危
険
な
空
き

家
に
な
る
前
に
何
ら
か
の
対
策

を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
条
例
に

基
づ
い
て
安
易
に
空
き
家
を
撤

去
す
る
の
で
は
な
く
、
城
跡
周

辺
の
景

※

観
形
成
重
点
区
域
を
中

心
と
し
た
地
域
で
は
、
活
力
を

創
出
す
る
取
組
を
行
う
た
め
、

歴
史
的
建
造
物
の
分
布
調
査
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
利
活
用

を
見
据
え
た
空
き
家
の
調
査
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答 （

都
市
整
備
部
長
）
本
市

で
は
既
に
実
態
調
査
と
し
て
、

新
市
域
も
含
め
た
全
市
域
で
の

空
き
家
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

あ
る
程
度
の
現
況
は
把
握
で
き

て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
利
活
用
を

見
据
え
た
詳
細
調
査
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
視
点
も
必
要
と
考
え
て

お
り
、
城
下
町
エ
リ
ア
等
を
重

点
に
し
た
調
査
検
討
に
も
着
手

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
鳥
取
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例

　

老
朽
危
険
空
き
家
の
所
有
者
に
対

し
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
を
求
め

る
と
と
も
に
、
緊
急
安
全
措
置
な
ど

行
政
支
援
に
つ
い
て
も
定
め
た
条

例
。
平
成
㉕
年
⓬
月
定
例
会
で
原
案

可
決
さ
れ
た
。

※
景
観
形
成
重
点
区
域

　

歴
史
・
文
化
、
自
然
等
の
特
色
が

象
徴
的
に
現
れ
、
良
好
な
景
観
の
形

成
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
地
域
。
本

市
で
は
、
久
松
山
山
系
、
湖
山
池
、

因
幡
白
兎
、
鹿
野
城
下
町
の
４
箇
所

が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

久松山山系景観形成重点区域

問 

移

※

動
等
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
方
針
が
改
正
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
旅
客
施
設

や
車
両
、
道
路
、
公
園
、
建
築

物
な
ど
に
つ
い
て
、
平
成
㉜
年

度
を
期
限
と
し
て
、
よ
り
高
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
な
ど
の
目

標
を
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
は
こ
の
目
標
に
向
け
て
今
後

ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の

か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
は
、
平
成

14
年
に
鳥
取
市
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
を
策
定
し
、
平

成
22
年
度
を
目
標
と
し
て
、
鳥

取
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

の
改
善
、
主
要
道
路
の
段
差
解

消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、

低
床
バ
ス
の
導
入
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
全
般
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
は
大
き
な
前
進
が

図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
平
成
26
年
度
に
は
、（
仮

称
）
鳥
取
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
庁

内
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
、
庁

内
関
係
課
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

策
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を昨年鳥取駅に設置された多機能トイレ
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狭き
ょ
う
あ
い隘

幅
員
市
道
の
整

備
促
進
に
つ
い
て　

中
山
間
地
域
の
持
続

環
境
に
つ
い
て　
　

寺坂　寛夫
（新）

木村　和久
（結）

拡幅された市道

行
い
、
進
行
管
理
を
適
切
に
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る

基
本
方
針

　

国
、
地
方
公
共
団
体
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
、
施
設
設
置
管
理
者
そ

の
他
の
関
係
者
が
互
い
に
連
携
協
力

し
つ
つ
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の

移
動
等
円
滑
化
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的

な
方
針
。

問 

本
市
に
は
、
多
く
の
狭
隘

な
市
道
が
あ
る
。
消
防
車
な
ど

の
緊
急
車
両
や
宅
配
便
ま
た
は

介
護
関
係
車
両
な
ど
が
入
れ
な

い
場
合
や
、
す
れ
違
い
が
で
き

な
い
場
合
な
ど
、
住
民
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の

住
環
境
の
改
善
の
た
め
、
狭

※

隘

道
路
拡
幅
整
備
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
住
民
に
十
分
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

市
と
し
て
地
域
に
事
業
説
明
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に
生
活
道

路
の
環
境
改
善
を
促
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
尋
ね

る
。答 （

市
長
）
狭
隘
道
路
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
同
じ
狭
い

道
路
に
面
す
る
敷
地
の
持
ち
主

の
中
で
も
意
見
が
違
い
、
事
業

が
実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
、
地
域
全
体
が
盛
り
上
が
ら

な
け
れ
ば
な
か
な
か
実
施
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
事
業

は
、
地
域
住
民
の
盛
り
上
が
り

を
前
提
と
し
て
、
事
業
実
施
を

希
望
さ
れ
る
地
元
か
ら
の
申
請

に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

市
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
地

域
づ
く
り
懇
談
会
等
を
活
用
し

な
が
ら
事
業
の
周
知
に
努
め
た

い
。
こ
の
事
業
に
よ
り
道
路
拡

幅
を
実
施
し
て
い
る
の
は
ま
だ

１
地
区
で
あ
る
た
め
、
第
２
、

第
３
の
地
域
が
早
く
生
ま
れ
る

よ
う
に
、
積
極
的
に
取
組
を
進

め
て
い
く
。

※
狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

　

市
民
や
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、

都
市
計
画
区
域
内
の
狭
隘
な
生
活
道

路
を
拡
幅
し
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
事
業
。

問 

中
山
間
地
域
の
基
幹
産
業

は
、
農
業
で
あ
る
。
農
業
の
産

業
化
・
自
立
化
を
進
め
る
こ
と

は
、
合
併
前
か
ら
の
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
の
前
提
は
、
納
税

が
で
き
、
自
立
し
た
農
業
者
の

増
加
だ
と
考
え
る
。
竹
内
市
政

が
始
ま
っ
て
⓬
年
、
合
併
後
⓾

年
の
中
で
、
そ
の
目
途
は
ま
だ

立
っ
て
い
な
い
が
、
中
山
間
地

域
が
持
続
し
て
い
く
の
に
必
要

な
施
策
の
効
果
、
合
併
効
果
は

ど
こ
に
見
ら
れ
る
の
か
。
ま

た
、
減
少
す
る
人
口
を
補
う
後

継
者
対
策
の
効
果
は
ど
こ
に
見

ら
れ
る
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
そ
れ
ま
で
各
町

村
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
行
政

が
、
例
え
ば
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
の
一
体
的
な
整
備
や
防
災
無

線
を
始
め
と
す
る
防
災
対
策
な

ど
の
よ
う
に
、
合
併
に
よ
り
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
ほ

か
、
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

鮎
ま
つ
り
な
ど
、
各
町
村
で
行

わ
れ
て
い
た
取
組
が
合
併
以

降
、
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
が

効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
減

少
す
る
人
口
を
補
う
対
策
と
し

て
は
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
や
グ

※

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
交
流

人
口
を
増
や
す
取
組
な
ど
に
よ

り
、
地
域
の
新
た
な
後
継
者
を

獲
得
し
て
い
る
ほ
か
、
農
業
後

継
者
の
取
組
も
重
ね
て
き
て
い

る
。

※
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
自
然
、

文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞

在
型
の
余
暇
活
動
。

行
財
政
改
革

児島　　良
（結）

住
民
情
報
系
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て　

問 

次
期
住
民
情
報
系
シ
ス
テ

ム
を
再
構
築
す
る
た
め
、
㊸
億

７
４
０
０
万
円
余
の
経
費
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
番

※

号
制
度
も

予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
民

に
と
っ
て
も
行
政
手
続
き
が
簡

略
に
な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
あ
る
が
、
事
業
推
進
の
目
的

な
ら
び
に
基
本
的
な
方
針
を
尋

ね
る
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
調
達
に

あ
た
っ
て
は
、
大
手
企
業
だ
け

で
な
く
、
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
や
誘

致
企
業
も
参
加
で
き
る
よ
う
望

む
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
こ
の
た
び
の
住

民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

は
、
使
用
期
限
を
迎
え
た
現
行

シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
平
成
28
年

１
月
に
予
定
さ
れ
る
番
号
制
度

の
導
入
に
併
せ
て
業
務
の
効
率

化
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
。
事
業
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
全
国
的
な
標
準
仕

様
の
採
用
な
ど
に
よ
り
費
用
の

削
減
を
行
う
ほ
か
、
番
号
制
度

導
入
に
よ
る
業
務
の
見
直
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
な
ど
効
率
的
な
行
政
運
営
に

結
び
つ
く
よ
う
最
適
化
を
図
る

方
針
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
調
達
に
あ
た
っ
て

は
、
県
外
業
者
・
地
元
業
者
・

誘
致
企
業
な
ど
幅
広
く
公
募
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
番
号
制
度

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
。
複
数

の
機
関
に
存
在
す
る
特
定
の
個
人
の

情
報
を
同
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
確
認
を
行
う
た
め
の
基
盤
で
あ

り
、
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率

性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ

て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
。
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総

※

合
特
区
制
度
に

よ
る
地
域
活
性
化

に
つ
い
て　
　
　下村　佳弘

（清和会）

問 

今
ま
で
法
律
等
の
規
制
が

あ
り
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
民

間
企
業
・
個
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

団
体
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
独
創

的
な
ア
イ
デ
ア
は
、
規
制
緩
和

だ
け
で
な
く
、
財
政
・
税
制
・

金
融
上
の
支
援
措
置
の
あ
る
総

合
特
区
制
度
を
利
用
し
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
地
域
振
興
、
ま
た
住
民
の

ア
イ
デ
ア
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
積
極
的
に
こ
の
制
度

を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
市
長
）
包
括
的
・
戦
略

的
な
特
区
を
目
指
す
総
合
特
区

制
度
に
つ
い
て
、
研
究
は
し
て

い
る
が
、
ま
だ
活
用
事
例
が
出

て
お
ら
ず
、
今
後
の
取
組
と
考

え
て
い
る
。

国
の
規
制
が
、
地
域
活
性
化
を

目
指
す
本
市
や
民
間
団
体
の
事

業
の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
特
区
制

度
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

地
方
公
共
団
体
が
新
設
す
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
民
間
の
事

業
者
が
新
設
す
る
よ
う
な
場
合

も
あ
り
、
本
市
の
あ
ら
ゆ
る
組

織
に
も
特
区
の
活
用
な
ど
を
広

く
呼
び
掛
け
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

※
総
合
特
区
制
度

　

地
域
の
資
源
や
知
恵
を
地
域
の
自

立
や
活
性
化
に
向
け
て
最
大
限
活
用

し
、
政
策
課
題
解
決
の
実
現
可
能
性

の
高
い
区
域
に
お
け
る
取
り
組
み
に

対
し
て
、
国
と
地
域
の
政
策
資
源

（
規
制
、
制
度
の
特
例
、
税
制
・
財

政
・
金
融
措
置
な
ど
）
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
国
際
競
争

力
の
強
化
や
地
域
の
活
性
化
を
推
進

し
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
活
力
の

向
上
及
び
持
続
的
発
展
を
図
る
も

の
。

徴
収
業
務
の
見
直
し

に
つ
い
て　
　
　
　伊藤　幾子

（共産党）

問 

本
市
在
住
の
男
性
が
起
こ

し
た
児
童
手
当
の
差
し
押
さ
え

訴
訟
の
高
裁
判
決
確
定
に
よ

り
、
鳥
取
県
は
預
金
差
し
押
さ

え
に
お
け
る
差
し
押
さ
え
禁
止

財
産
の
取
り
扱
い
を
見
直
し
す

る
と
し
て
い
る
が
、
市
で
は
そ

の
内
容
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

　

ま
た
、
県
は
そ
の
見
直
し
た

内
容
を
市
町
村
と
共
有
し
た
い

と
し
て
い
る
が
、
本
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

答 

（
総
務
調
整
監
）
県
の
見

直
し
の
内
容
は
、
①
生
活
口
座

の
認
定
は
、
月
に
３
・
５
回
以

上
の
入
出
金
を
繰
り
返
す
口
座

で
あ
る
か
ど
う
か
、
②
預
金
の

差
し
押
さ
え
を
執
行
時
、
預
金

履
歴
を
原
則
３
カ
月
間
確
認
、

③
差
し
押
さ
え
禁
止
財
産
を
含

む
場
合
、
そ
の
金
額
を
控
除
し

て
差
し
押
さ
え
、
④
差
し
押
さ

え
後
に
、
滞
納
者
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
、
差
し
押
え
た
も
の

が
差
し
押
さ
え
禁
止
財
産
で
あ

る
こ
と
が
特
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
差
し
押
さ
え
を
解
除

ま
た
は
取
消
の
４
点
と
承
知
し

て
い
る
。
県
と
は
従
来
か
ら
、

徴
収
職
員
の
人
事
交
流
な
ど
を

通
じ
、
滞
納
整
理
の
専
門
知
識 市が保有する債権の管理業務を行う滞納整理室

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
図
っ
て

お
り
、
見
直
し
内
容
を
積
極
的

に
共
有
し
た
い
。

公
文
書
の
管
理
と

保
存
に
つ
い
て　桑田　達也

（公明党）

問 

明
治
㉒
年
の
市
制
施
行
よ

り
市
民
の
宝
で
あ
る
公
文
書
が

保
管
さ
れ
て
い
る
。
保
管
場
所

は
、
耐
震
性
の
極
め
て
低
い
本

庁
舎
や
第
２
庁
舎
、
駅
南
庁
舎

お
よ
び
本
庁
舎
横
の
書
庫
で
あ

る
が
、
保
管
状
態
は
必
ず
し
も

良
く
な
い
状
況
に
あ
る
。
現
在

の
簿
冊
数
と
公
文
書
館
設
置
の

検
討
状
況
を
尋
ね
る
。

答 

（
総
務
部
長
）
本
庁
舎
、

第
２
庁
舎
、
駅
南
庁
舎
の
執
務

室
に
、
完
結
後
１
年
以
内
と
常

用
の
公
文
書
を
保
管
し
て
い

る
。
簿
冊
数
は
、
本
庁
舎
が
約

２
万
３
４
０
０
冊
、
第
２
庁
舎

は
約
１
万
８
５
０
０
冊
、
駅
南

庁
舎
は
約
１
万
７
０
０
冊
程
度

で
あ
る
。
ま
た
、
各
課
が
総
務

課
に
引
き
継
い
だ
公
文
書
約

７
４
０
０
冊
を
本
庁
舎
横
の
書

庫
に
保
管
し
て
い
る
。
な
お
、

駅
南
庁
舎
の
地
下
の
書
庫
に
約

５
１
０
０
冊
の
永
年
保
存
文
書

を
保
管
し
て
い
る
。

（
市
長
）
現
在
、
①
将
来
の
簿

冊
数
の
推
計
や
文
書
の
保
存
に

必
要
な
床
面
積
、
②
防
湿
、
防

虫
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
や

耐
震
対
策
、
③
公
文
書
の
閲
覧

等
の
際
の
利
便
性
の
向
上
等
の

３
点
を
中
心
に
公
文
書
管
理
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
当

面
は
、
引
き
続
き
適
切
な
保

存
・
管
理
に
努
め
、
公
文
書
館

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し

て
い
る
。

本庁舎横の書庫

一口メモ

本会議の傍聴について

　鳥取市議会の本会議は一般

に公開され、市民をはじめす

べての人が傍聴できます。傍

聴は市議会活動に触れる最も

身近な方法であり、市議会議

員の活動や市政の方針などを

実地に見聞することができま

す。一般傍聴席は 45 席、車

椅子スペースは５席分ありま

す。団体での傍聴の場合は、

あらかじめ市議会事務局議

事係（電話 0857-20-3344）

にご連絡ください。
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地域防災の要となる消防団

23年度に行われた樋門操作現地講習会の様子

若葉台地区で行われた避難行動要支援者支援訓練

安
全
・
安
心

田村　繁已
（公明党）

消
防
団
の
充
実

強
化
に
つ
い
て

問 

消
防
団
員
の
報
酬
は
、
団

員
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
処
遇

で
あ
る
が
、
本
市
の
団
員
報

酬
、
出
動
手
当
、
退
職
報
償
金

は
妥
当
な
金
額
か
。
団
員
報
酬

な
ど
は
、
条
例
に
よ
り
階
級
や

在
籍
年
数
な
ど
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
昨
年
施
行
さ

れ
た
消

※

防
団
支
援
法
で
は
、
団

員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

各
自
治
体
に
報
酬
や
出
動
手

当
、
退
職
報
償
金
を
引
き
上
げ

る
よ
う
強
く
求
め
て
い
る
。
消

防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
消
防
団
員
の
報

酬
、
出
動
手
当
、
退
職
報
償
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団

体
が
地
域
の
実
情
や
特
性
を
考

慮
し
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
報
酬
額

等
は
、
平
成
16
年
の
合
併
時
に

県
内
他
市
及
び
中
国
地
方
の
同

規
模
都
市
の
状
況
を
参
考
と

し
、
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
、

退
職
報
償
金
に
つ
い
て
は
、
国

の
法
律
改
正
に
基
づ
き
、
一
律

５
万
円
を
引
き
上
げ
る
予
定
と

し
て
お
り
、
報
酬
、
出
動
手
当

等
に
つ
い
て
も
、
引
き
上
げ
る

方
向
で
適
切
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
消
防
団
支
援
法

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
を
図
り
、
も
っ
て
住

民
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
支
援
。
粗
油
防
弾
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
防
災

に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
地
域
に
お

け
る
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
旨
と
す
る
。

防
災
に
つ
い
て長坂　則翁

（無所属）

問 

災
害
時
の
非
常
用
備
蓄
品

に
つ
い
て
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

食
料
品
を
備
蓄
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
樋
門
操
作
を
担
当
す

る
者
の
会
議
は
、
現
在
、
不
定

期
開
催
と
な
っ
て
い
る
。
災
害

時
に
対
す
る
情
報
交
換
や
集
落

の
担
当
者
が
毎
年
交
代
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
は
災
害
情
報
の
共
有

化
も
含
め
、
毎
年
定
例
的
に
開

催
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
防
災
調
整
監
）
災
害
時

の
非
常
用
備
蓄
品
は
、
県
及
び

市
町
村
の
備
蓄
に
関
す
る
連
携

体
制
整
備
要
領
に
基
づ
き
、
県

及
び
県
内
全
て
の
市
町
村
が
共

通
品
目
を
連
携
し
て
備
蓄
し
て

い
る
。
現
在
、
要
領
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー

食
に
つ
い
て
も
追
加
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
本
市
も
必
要
に
応

じ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
食
を
備
蓄
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

（
市
長
）
豪
雨
時
な
ど
の
ス

ム
ー
ズ
な
樋
門
操
作
を
行
う
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
も
定
期
的
な
樋
門
操

作
担
当
者
の
講
習
は
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
関
係
者
の
意
向
を

調
整
し
な
が
ら
、
講
習
会
開
催

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
対
策
に
つ
い
て谷口　秀夫

（公明党）

問 

昨
年
６
月
、
災
害
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
災

害
児
要
援
護
者
は
、「
避
難
行

動
要
支
援
者
」
に
改
め
ら
れ

た
。
避
難
支
援
に
関
す
る
主
な

改
正
点
と
そ
れ
に
対
す
る
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ま

た
、
災
害
発
生
時
の
視
覚
・
聴

覚
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の
情
報

伝
達
方
法
や
取
組
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
主
な
改
正
の
一

つ
は
、
市
町
村
に
障
が
い
者
等

の
避
難
行
動
要
支
援
者
を
把
握

し
、
対
象
者
名
簿
の
作
成
を
義

務
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
情
報
伝
達

は
、
近
所
の
方
の
声
掛
け
が
一

番
大
事
と
考
え
る
。
本
市
は
防

災
情
報
を
地
域
に
確
実
に
届
け

る
新
た
な
手
段
と
し
て
、
自
主

防
災
会
長
な
ど
へ
の
登
録
制

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
本
年

４
月
か
ら
運
用
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）
今
後
の
取

組
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
の
災

害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
重
度
障
が
い
者
等
の

ほ
か
、
新
し
く
要
介
護
３
か
ら

５
の
認
定
者
を
加
え
た
「
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成

を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
防
災
調
整
監
）
平
成
24
年
度

は
12
地
区
が
避
難
行
動
要
支
援

者
の
避
難
訓
練
に
取
り
組
ま

れ
、
本
市
も
訓
練
の
取
組
を
で

き
る
限
り
支
援
し
て
い
る
。
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自
転
車
歩
行
者
専
用

道
の
整
備
に
つ
い
て砂田　典男

（新）

問 

安
全
で
安
心
な
社
会
の
実

現
に
は
、
自
動
車
と
比
べ
て
弱

い
立
場
に
あ
る
歩
行
者
や
自
転

車
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
身

近
な
道
路
の
安
全
性
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

歩
道
整
備
に
よ
る
歩
行
環
境

の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
す
る

な
ど
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
に
と
っ
て
の
安
全
・

安
心
な
道
路
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
に
と
っ
て
安
全
・
安

心
な
道
路
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
に
と
っ
て
の
危
険
要
素

を
極
力
取
り
除
い
た
利
用
し
や

す
い
道
路
空
間
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

十
分
な
幅
員
を
持
っ
た
歩
道

づ
く
り
、
フ
ラ
ッ
ト
で
滑
ら
な

い
路
面
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

防
護
柵
の
適
切
な
設
置
、
自
転

車
の
通
行
ル
ー
ル
の
徹
底
な

ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

が
安
全
に
適
切
に
通
行
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
。教

　
　
育

鳥
取
市
立
図
書
館

に
つ
い
て　
　
　

入江　順子
（新）

広く整備された自転車歩行者道

問 

移
動
図
書
館
車
に
よ
る
団

体
貸
出
し
の
巡
回
事
業
は
、
図

書
館
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
・
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

本
に
出
会
え
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
へ
の
読

書
支
援
は
広
が
り
を
感
じ

て
い
る
が
、
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
の
読
書
支
援
も

大
切
で
、
今
後
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

本
が
置
か
れ
て
い
る
地
区

公
民
館
と
十
分
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
今
後
も
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
、
図
書
館
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
組

ん
で
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
平
成
25
年
度

か
ら
中
央
図
書
館
と
気
高
図
書

館
で
ス
タ
ー
ト
し
た
音
読
教
室

に
毎
月
、
定
員
35
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
詩
や
小

説
、
絵
本
や
昔
話
な
ど
を
声
に

出
し
て
読
み
合
う
こ
と
で
豊
か

な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
趣
旨
で
始
め
た
事
業

で
、
脳
の
働
き
を
活
性
化
す
る

上
で
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
声

も
あ
り
、
人
気
の
あ
る
事
業
で

あ
る
。
今
後
、
図
書
館
が
中
心

と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
事
業
を

地
区
公
民
館
の
活
動
に
も
広

げ
、
公
民
館
で
の
図
書
の
利
用

に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

移動図書館車「つばさ号」

きなんせ！ English Worldの一コマ

中西　照典
（新）

土
曜
授
業
に
つ
い
て

問 

教
育
長
は
以
前
、
学
校
週

６
日
制
の
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
答

弁
し
て
い
る
。
土
曜
授
業
は
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市

と
し
て
の
今
後
の
方
針
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で
は
、

既
に
学
校
や
公
民
館
等
で
希
望

者
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
や
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。「
き

※

な
ん
せ
！ English 

W
orld

」
も
そ
の
１
つ
で
あ

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
取
組

に
、
地
域
や
企
業
な
ど
の
社
会

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
土
曜

日
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
さ
ら
に

充
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
土
曜
授
業

の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
の
実
施
回
数
が
必
要

で
あ
り
、
教
職
員
の
勤
務
体
制

と
い
う
問
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
条
件
整
備
が
必
要

と
考
え
る
。
学
校
・
保
護
者
・

地
域
住
民
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
平
成
26
年
度
に
は
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
土
曜
授
業

や
２
学
期
制
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

※
き
な
ん
せ
！

　

English W
orld

　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
希
望
者
を

対
象
に
、
市
内
の
中
学
校
に
勤
務
す

る
外
国
語
指
導
助
手
（A

LT

）
と
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
で
き
る
事
業
。
平
成
㉖
年
度
も

実
施
予
定
。
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販路拡大のために行うプチ・マルシェ

森本　正行
（新）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
の
育
成
強
化
に

つ
い
て　
　
　
　

問 

鳥
取
県
は
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据

え
て
、
知
事
部
局
に
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
と
選
手
育
成
を
特
命

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
担
当
部
署
を

新
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

本
市
で
は
、
県
の
こ
の
方
針
に

連
動
し
た
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
振

興
策
を
検
討
し
て
い
る
か
、
ま

た
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
育
成
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
か
。

答 

（
市
長
）
県
が
掲
げ
る
合

宿
誘
致
で
は
、
拠
点
施
設
の
１

つ
と
し
て
、
と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド

ス
タ
ジ
ア
ム
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
誘
致
活
動
に
、
本

市
と
し
て
積
極
的
に
参
画
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

熱
を
高
め
る
に
は
、
地
元
の
有

望
選
手
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
。
特
に
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
小
・
中
学
校
体
育

連
盟
の
活
動
へ
の
助
成
、
各
種

目
団
体
の
指
導
者
研
修
会
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
の
支

援
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
小
学

生
が
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
時
の
遠
征
費
に
対
す

る
助
成
金
の
上
限
を
、
平
成
25

年
度
一
人
当
た
り
５
千
円
か
ら

１
万
円
に
引
き
上
げ
て
い
る
。

農
林
水
産
業

問 

平
成
㉖
年
度
か
ら
、
農
家

の
後
継
者
が
親
の
経
営
に
従
事

す
る
際
に
支
援
す
る
「
親
元
就

農
促
進
支
援
事
業
」
が
予
算
化

さ
れ
る
。
今
ま
で
農
家
か
ら
も

要
望
が
あ
っ
た
内
容
な
の
で
、

時
宜
を
得
た
事
業
で
あ
る
と
考

え
る
。
農
業
経
営
の
維
持
、
産

地
の
維
持
発
展
の
た
め
に
は
、

あ
ま
り
細
か
い
条
件
を
つ
け

親
元
就
農
促
進

に
つ
い
て　
　

田中　文子
（共産党）

ず
、
利
用
し
や
す
い
事
業
に
し

て
ほ
し
い
。

　

こ
の
支
援
事
業
の
対
象
と
な

る
農
家
や
助
成
内
容
等
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
な
る
か
尋
ね

る
。答 （

農
林
水
産
部
長
）
こ
の

事
業
は
、
県
事
業
を
活
用
し
て

農
家
の
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
、
農
業
後
継
者
が
親
元
で
研

修
す
る
場
合
の
支
援
を
す
る
た

め
に
、
月
10
万
円
の
助
成
を
最

長
２
年
間
行
う
も
の
で
あ
る
。

一
定
規
模
の
農
家
の
親
元
で
研

修
す
る
後
継
者
は
、
ス
ム
ー
ズ

な
経
営
継
承
に
よ
り
農
業
の
担

い
手
と
し
て
即
戦
力
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
こ
の

事
業
に
よ
る
支
援
の
対
象
に
な

る
の
は
、
親
が
認

※

定
農
業
者
や

地
域
の
担
い
手
農
家
の
場
合
で

あ
る
。

　

後
継
者
の
対
象
年
齢
に
つ
い

て
は
、
県
が
18
歳
以
上
45
歳
未

満
と
検
討
し
て
お
り
、
本
市
と

し
て
は
県
に
準
ず
る
条
件
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
認
定
農
業
者

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

く
農
業
経
営
改
善
計
画
の
市
町
村
の

認
定
を
受
け
た
農
業
経
営
者
・
農
業

生
産
法
人
の
こ
と
。

次世代に引き継ぎたい鳥取の農業

農
林
水
産
業
政
策

に
つ
い
て　
　
　中村　晴通

（結）

問 

農

※

業
振
興
プ
ラ
ン
の
推

進
、
新
農
政
に
か
か
わ
る
交
付

金
の
削
減
や
農
地
流
動
化
の
問

題
、
菜

※

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

本
年
度
の
重
点
目
標
以
外
に
も

重
要
で
困
難
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。

　

農
林
水
産
部
長
が
着
任
さ
れ

２
年
が
経
過
す
る
が
、
本
市
の

農
政
に
新
し
い
風
が
吹
く
も
の

と
期
待
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
領

発
揮
の
時
期
が
来
た
と
思

う
。
平
成
㉖
年
度
の
始
ま

り
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
ど
う
対
処
さ
れ
る

の
か
尋
ね
る
。

答
（
農
林
水
産
部
長
）

農
業
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
１
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
因
幡
の
白
ね

ぎ
の
産
地
化
、
プ

※

チ
・
マ

ル
シ
ェ
に
よ
る
販
路
拡
大
等
、

い
く
つ
か
の
新
た
な
取
組
に
着

手
す
る
こ
と
は
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
農
政
改

革
も
始
ま
り
、
解
決
す
べ
き
課

題
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

　

本
市
は
広
く
、
地
域
ご
と
に

農
業
生
産
の
環
境
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
状
況
の
中
、
今
ま
で
以

上
に
生
産
者
の
声
を
聞
き
、
関

係
者
と
協
議
を
重
ね
、
つ
く
り

上
げ
た
プ
ラ
ン
の
充
実
を
図

り
、
必
要
な
方
策
を
講
じ
て
、

本
市
の
農
業
・
農
村
の
維
持
発

展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
農
業
振
興
プ
ラ
ン

　

第
９
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
本

市
の
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
、
目
指
す

方
向
、
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
。
平
成
㉕
年
度
４
月
策
定
。
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※
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
菜

の
花
の
栽
培
を
通
じ
て
、
地
域
の
資

源
を
利
活
用
し
、
持
続
的
に
循
環
さ

せ
る
こ
と
で
、
農
業
や
農
村
、
人
々

の
暮
ら
し
、
地
域
を
豊
か
に
し
よ
う

と
い
う
取
組
み
。

※
プ
チ
・
マ
ル
シ
ェ

　

生
産
農
家
か
ら
契
約
し
て
い
る
小
売

業
者
等
に
農
産
物
を
段
ボ
ー
ル
１
箱
単

位
で
直
接
送
る
。
小
売
業
者
等
は
店
頭

や
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
自
由

に
価
格
設
定
を
し
て
農
産
物
を
販
売
す

る
仕
組
み
。
小
規
模
農
家
等
の
販
路
拡

大
の
た
め
行
っ
て
い
る
事
業
。

鳥
取
県
立
美
術
館

構
想
に
つ
い
て　高見　則夫

（清和会）

文
化
芸
術

問 

平
成
⓫
年
６
月
、
本
市
へ

の
県
立
美
術
館
建
設
が
凍
結
さ

れ
⓯
年
が
経
過
し
て
い
る
。
本

市
は
受
入
れ
に
対
し
道
路
整
備

等
に
取
組
ん
だ
が
、
凍
結
の
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

鳥
取
県
は
、
平
成
㉖
年
度
か

ら
県
立
博
物
館
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
過
去
の
経
過
を

踏
ま
え
、
本
市
へ
の
県
立
美
術

館
設
置
実
現
に
向
け
、
行
政
・

市
民
一
体
と
な
っ
て
誘
致
活
動

に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
ま
ず
は
美
術
館

と
い
う
も
の
の
必
要
性
、
重
要

性
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
く
市

民
・
県
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し

た
い
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
る
県

立
博
物
館
の
あ
り
方
の
検
討
が

進
む
そ
の
段
階
に
応
じ
て
、
県

立
美
術
館
整
備
の
機
運
を
官
民

一
体
と
な
っ
て
幅
広
く
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
改
め
て
市
民
・
県
民
の

皆
さ
ん
に
、
鳥
取
県
に
は
美
術

館
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で

本
市
へ
の
誘
致
に
つ
い
て
も
御

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

美術館機能を併せ持つ鳥取県立博物館

久松公園入口に建つふるさとの歌碑

両川　洋々
（結）

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」

１
０
０
周
年
の
取
組

に
つ
い
て　
　
　
　

問 

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
１
０
０

周
年
を
機
に
、
作
詞
者
で
あ
る

高
野
辰
之
を
記
念
し
た
長
野
県

中
野
市
の
高
野
辰
之
記
念
館

と
、
本
市
の
わ
ら
べ
館
で
姉
妹

館
提
携
を
結
ぶ
こ
と
を
求
め
た

い
が
ど
う
か
。
ま
た
、
久
松
公

園
の
入
口
に
岡
野
貞
一
歌
碑
が

あ
る
が
、
昭
和
㊽
年
⓾
月
に
建

立
さ
れ
て
㊵
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
。
こ
の
音
源
テ
ー
プ
の

劣
化
が
著
し
く
、
更
新
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
企
画
推
進
部
長
）
今
回

の
「
ふ
る
さ
と
」
誕
生
１
０
０

年
を
契
機
に
、
高
野
辰
之
記
念

館
な
ど
の
施
設
と
連
携
を
深

め
、
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い

き
た
い
。
交
流
や
連
携
が
深
ま

れ
ば
、
本
市
の
わ
ら
べ
館
と
高

野
辰
之
記
念
館
な
ど
と
の
姉
妹

館
の
提
携
や
継
続
的
な
連
携
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
市
長
）
久
松
公
園
の
「
ふ
る

さ
と
」
の
歌
碑
は
、
１
０
０
周

年
を
機
会
に
、
市
民
や
観
光
客

に
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う

整
備
し
た
い
。
テ
ー
プ
の
更
新

に
あ
た
っ
て
は
地
元
の
方
に

歌
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
変

よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
他
方
で

有
名
な
音
楽
家
に
歌
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
十
分
に
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
改
め
て
こ

の
歌
碑
の
整
備
を
検
討
し
た

い
。

環
　
　
境

山田　延孝
（新）

新
可
燃
物
処
理
施
設

の
建
設
に
つ
い
て　

問 

昨
年
⓬
月
に
国
英
地
区
の

地
権
者
集
落
６
集
落
の

う
ち
、
５
集
落
で
新
可

燃
物
処
理
施
設
検
討
対

策
地
権
者
集
落
協
議
会

（
以
下
、
協
議
会
）
が

設
立
さ
れ
た
。
協
議
会

は
、
地
権
者
集
落
に
共

通
す
る
事
項
等
に
つ
い

て
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
生
活

環
境
の
保
全
、
地
域
振
興
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
協
議
会
か
ら
、
今
後
、

提
案
や
要
望
が
行
わ
れ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
市
の
基

本
姿
勢
と
そ
の
考
え
を
尋
ね

る
。

清掃工場建設予定地航空写真



とっとり市議会だより No.16513

答 
（
市
長
）
現
在
、
鳥
取
県

東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
は
、

協
議
会
に
地
権
者
集
落
の
要
望

等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

建
設
候
補
地
は
本
市
に
所
在

し
て
お
り
、
今
後
、
市
が
行
う

べ
き
事
業
等
が
い
ろ
い
ろ
と
出

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

積
極
的
な
対
応
を
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
東
部
広
域
が
行
う
事

業
に
つ
い
て
も
、
構
成
し
て
い

る
市
・
町
が
緊
密
に
連
携
を
と

り
、
着
実
に
地
元
の
要
望
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市 
庁 
舎

市
長
選
不
出
馬
に

関
連
し
て　
　
　

上田　孝春
（結）

問 

昨
年
⓫
月
㉖
日
、
市
長
は

記
者
会
見
で
次
期
市
長
選
挙
に

出
馬
し
な
い
と
突
然
表
明
し

た
。
事
前
に
は
、
後
援
会
、
執

行
部
の
誰
に
も
不
出
馬
の
話
を

し
な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
な
ぜ

⓬
月
議
会
で
は
な
く
、
急
い
で

記
者
会
見
で
表
明
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
市
長
は
、
不
出
馬
が

市
庁
舎
の
新
築
移
転
を
前
進
さ

せ
、
市
民
に
と
っ
て
よ
い
選
択

と
判
断
し
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
市
長
自
身
で
は
山
積
す
る

課
題
を
解
決
で
き
な
い
と
し
か

理
解
で
き
ず
、
責
任
放
棄
と
も

言
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
こ
の
日
に
不
出

馬
を
記
者
会
見
で
表
明
し
た
の

は
、
決
断
を
し
た
ら
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
、
直
接
市
民
の
皆
様
に
伝

え
る
に
は
、
そ
の
時
点
で
最
も

適
当
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
た

た
め
で
あ
る
。

　

私
は
、
本
市
の
課
題
解
決
に

任
期
の
最
後
ま
で
取
り
組
む
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
が
、
た
と

え
ば
市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

は
、
全
庁
的
な
議
論
に
よ
り
、

新
築
移
転
が
最
も
望
ま
し
い
と

す
る
鳥

※

取
市
庁
舎
整
備
全
体
構

想
（
素
案
）
の
実
現
に
向
け
任

期
い
っ
ぱ
い
取
組
ん
で
い
く
。

※
鳥
取
市
庁
舎
整
備
全
体
構
想
（
素
案
）

　

耐
震
強
度
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
鳥
取
市
庁
舎
の
整
備
に
つ
い

て
、
市
が
と
り
ま
と
め
た
全
体
構
想

の
素
案
。
構
想
は
、
４
つ
の
整
備
案

を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
防
災
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
庁
舎
の
機
能
の
強

化
と
将
来
的
な
費
用
の
抑
制
の
点
か

ら
、
旧
市
立
病
院
跡
地
へ
の
新
本
庁

舎
の
建
設
と
駅
南
庁
舎
の
活
用
が
最

も
望
ま
し
い
整
備
内
容
と
し
て
い

る
。

観
　
　
光

歴
史
的
な
碑
の

管
理
に
つ
い
て角谷　敏男

（共産党）

問 

�
年
前
に
建
立
さ
れ
た
鳥

取
温
泉
碑
は
、
設
置
場
所
の
土

地
所
有
者
が
変
わ
っ
た
た
め

に
、
地
元
自
治
会
か
ら
保
存
・

移
設
の
要
望
が
あ
り
、
関
係
者

の
協
議
が
本
年
２
月
上
旬
に
行

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

地
元
自
治
会
が
望
む
方
向
で
協

議
さ
れ
て
い
る
の
か
、
移
設
費

用
の
負
担
を
含
め
て
尋
ね
る
。

答 

（
経
済
観
光
部
長
）
昨
年

か
ら
個
別
に
協
議
し

て
お
り
、
本
年
２
月

10
日
に
設
置
者
の
鳥

取
市
温
泉
組
合
長
、

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
長
と

地
元
町
内
会
長
と
市

が
集
ま
り
、
鳥
取
温

泉
碑
の
移
設
場
所
や

保
存
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
碑
の
性
格

上
、
移
設
場
所
は
源

泉
発
掘
場
所
に
近
い

方
が
望
ま
し
い
こ

と
、
ひ
び
が
入
っ
た
箇
所
が
破

損
す
る
こ
と
な
く
移
設
で
き
る

こ
と
、
現
在
の
設
置
場
所
の
隣

接
地
の
所
有
者
か
ら
碑
を
移
設

し
て
も
よ
い
と
の
提
案
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し

合
い
、
現
在
、
そ
の
隣
接
地
に

移
設
す
る
方
向
で
進
め
て
い

る
。
移
設
費
用
に
つ
い
て
は
、

観
光
客
の
お
も
て
な
し
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
鳥
取

市
観
光
産
業
育
成
支
援
事
業
等

で
必
要
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
会
議

の
放
送
は
、
定
例
会
の

一
般
質
問
及
び
答
弁
に

限
っ
て
い
ま
し
た
が
、

定
例
会
・
臨
時
会
を
問

わ
ず
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
全
日
程
を
放

送
し
ま
す
。

本
会
議
の

全
日
程
を
放
送
！

鳥取温泉碑（移設後）

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

　
放
送
を
開
始
！

　
こ
れ
ま
で
、
議
場
で
傍

聴
し
て
い
た
だ
く
か
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
本

会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
録

画
放
送
で
は
、
①
会
議

名
、
②
発
言
議
員
名
、
③

用
語
か
ら
視
聴
し
た
い
会

議
の
内
容
を
探
す
こ
と
が

で
き
、
検
索
性
が
高
ま
り

ま
す
。

※
放
送
開
始
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
随
時
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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平成26年２月鳥取市議会定例会附議案等議決等結果
区 分 議案番号 案　　　件　　　名（概要） 議決結果

予 算
（44件）

1 平成26年度鳥取市一般会計予算（予算額84,787,000千円） 原案可決
2 平成26年度鳥取市土地区画整理費特別会計予算（予算額255,176千円） 原案可決
3 平成26年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（予算額1,399,104千円） 原案可決
4 平成26年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算（予算額132,541千円） 原案可決
5 平成26年度鳥取市駐車場事業費特別会計予算（予算額26,349千円） 原案可決
6 平成26年度鳥取市国民健康保険費特別会計予算（予算額19,664,474千円） 原案可決
7 平成26年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計予算（予算額5,777千円） 原案可決
8 平成26年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算（予算額50,877千円） 原案可決
9 平成26年度鳥取市土地取得費特別会計予算（予算額550千円） 原案可決

10 平成26年度鳥取市墓苑事業費特別会計予算（予算額33,520千円） 原案可決
11 平成26年度鳥取市介護保険費特別会計予算（予算額18,025,622千円） 原案可決
12 平成26年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算（予算額7,031千円） 原案可決
13 平成26年度鳥取市温泉事業費特別会計予算（予算額51,632千円） 原案可決
14 平成26年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算（予算額19,295千円） 原案可決
15 平成26年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計予算（予算額81,810千円） 原案可決
16 平成26年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算（予算額1,938,848千円） 原案可決
17 平成26年度鳥取市電気事業費特別会計予算（予算額24,897千円） 原案可決
18 平成26年度鳥取市水道事業会計予算（予算額6,880,389千円） 原案可決
19 平成26年度鳥取市工業用水道事業会計予算（予算額13,048千円） 原案可決
20 平成26年度鳥取市下水道等事業会計予算（予算額16,462,812千円） 原案可決
21 平成26年度鳥取市病院事業会計予算（予算額11,781,164千円） 原案可決
22 平成25年度鳥取市一般会計補正予算（第８号）

歳入歳出予算の補正（補正前91,565,651千円　補正額1,567,697千円　補正後93,133,348千円）、ほか 原案可決

23 平成25年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前318,891千円　補正額39,543千円　補正後358,434千円） 原案可決

24 平成25年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算の補正（補正前1,467,740千円　補正額▲ 115,384千円　補正後1,352,356千円）、ほか 原案可決

25 平成25年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前36,365千円　補正額▲ 2,696千円　補正後33,669千円）、ほか 原案可決

26 平成25年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第２号）
債務負担行為の補正（補正前81,811千円　補正額0円　補正後81,811千円） 原案可決

27 平成25年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算の補正（補正前20,443,908千円　補正額▲ 661,639千円　補正後19,782,269千円）、ほか 原案可決

28 平成25年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前6,712千円　補正額▲ 4,862千円　補正後1,850千円）、ほか 原案可決

29 平成25年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前53,516千円　補正額1,753千円　補正後55,269千円） 原案可決

30 平成25年度鳥取市土地取得費特別会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算の補正（補正前2,060,640千円　補正額600,000千円　補正後2,660,640千円） 原案可決

31 平成25年度鳥取市墓苑事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前26,685千円　補正額7,739千円　補正後34,424千円） 原案可決

32 平成25年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第３号）
歳入歳出予算の補正（補正前17,207,234千円　補正額▲ 54,322千円　補正後17,152,912千円） 原案可決

33 平成25年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前6,451千円　補正額914千円　補正後7,365千円） 原案可決

34 平成25年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の補正（補正前57,577千円　補正額1,356千円　補正後58,933千円） 原案可決

35 平成25年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第３号）
歳入歳出予算の補正（補正前72,888千円　補正額430千円　補正後73,318千円） 原案可決

36 平成25年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前81,811千円　補正額0千円　補正後81,811千円） 原案可決

37 平成25年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の補正（補正前1,830,156千円　補正額20,222千円　補正後1,850,378千円） 原案可決

38 平成25年度鳥取市電気事業費特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前306,323千円　補正額▲ 1,322千円　補正後305,001千円） 原案可決

39 平成25年度鳥取市水道事業会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の補正（補正前5,611,009千円　補正額▲ 212,586千円　補正後5,398,423千円） 原案可決

40 平成25年度鳥取市工業用水道事業会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の補正（補正前20,202千円　補正額▲ 3,714千円　補正後16,488千円） 原案可決

41 平成25年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の補正（補正前15,052,393千円　補正額▲ 128,054千円　補正後14,924,339千円） 原案可決

42 平成25年度鳥取市病院事業会計補正予算（第２号）
歳入歳出予算の補正（補正前9,050,022千円　補正額▲ 191,554千円　補正後8,858,468千円） 原案可決

66 平成25年度鳥取市一般会計補正予算（第９号）
繰越明許費（繰越額2,309,870千円） 原案可決

67 平成25年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第５号）
繰越明許費（繰越額126,800千円） 原案可決

条例
(15件)

43 鳥取市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について（地方公務員法の規定に基づき、職員の高齢者部分休業につ
いて必要な事項を定めるもの） 原案可決

44 鳥取市地域防災計画に定める大規模工場等の用途及び規模の基準に関する条例の制定について（水防法の一部改正に伴
い、鳥取市地域防災計画に大規模等の名称及び所在地を定める基準を定めるもの） 原案可決

45 鳥取市道路附属物自動車駐車場条例の制定について（市が設置する道路附属物である自動車駐車場の駐車料金の徴収及
び駐車場に設ける標識など、駐車場の管理について必要な事項を定めるもの） 原案可決

46 鳥取市空き家等対策協議会条例の制定について（鳥取市空き家等対策協議会を設置するため必要な事項を定めるもの） 原案可決
47 鳥取市ふるさと納税基金条例の制定について（地方自治法の規定に基づき、鳥取市ふるさと納税基金を設置するもの） 原案可決
48 鳥取市墓苑事業基金条例の制定について（地方自治法の規定に基づき、鳥取市墓苑事業基金を設置するもの） 原案可決
49 鳥取市電気事業基金条例の制定について（地方自治法の規定に基づき、鳥取市電気事業基金を設置するもの） 原案可決
50 鳥取市土地開発基金条例の一部改正について（地方自治法の規定に基づき、土地開発基金の貸付けについて定めるもの） 原案可決

51 鳥取市職員給与条例の一部改正について（大規模災害からの復興に関する法律の規定に基づき、大規模災害派遣手当に
ついて必要な事項を定めるもの） 原案可決

52 鳥取市保育所条例の一部改正について（鳥取市立津ノ井保育園及び鳥取市立久松保育園を廃止し、鳥取市立ひまわり保
育園及び鳥取市立ふたば保育園を鳥取市立さじ保育園に統廃合するもの） 原案可決
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区 分 議案番号 案　　　件　　　名（概要） 議決結果
53 鳥取市立児童館条例の一部改正について（鳥取市立神戸児童館を廃止するもの） 原案可決
54 鳥取市簡易水道事業給水条例の一部改正について（消費税及び地方消費税の税率の改正に伴い、簡易水道の料金等を見直すもの） 原案可決
55 鳥取市道路占用料徴収条例の一部改正について（道路法施行令の一部改正に伴い、鳥取市道路占用料を改正するもの） 原案可決
56 鳥取市職員定数条例の一部改正について（看護実習の指導者として必要な人員及び医療提供体制の充実に必要な人員を

確保するため、鳥取市立病院の職員定数の見直しを行うもの） 原案可決

68 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について（国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、基礎賦課額等に係る保険料率
や限度額などを改正するもの） 原案可決

その他
（８件）

57 新生公立鳥取環境大学運営協議会規約の変更について（新生公立鳥取環境大学運営協議会規約の一部を変更するための
協議について議決を得るもの） 原案可決

58 公立大学法人鳥取環境大学に係る重要な財産の変更について（公立大学法人鳥取環境大学に係る重要な財産の変更に関
する協議について議決を得るもの） 原案可決

59 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について（鳥取市過疎地域自立促進計画（平成22年度～27年度）の一部を変更するもの） 原案可決

60 鳥取市農産物加工等施設の指定管理者の指定について（地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、鳥取市国府町
転作促進集会研修施設七草の家の指定管理者の指定について議決を得るもの） 原案可決

61 財産の無償譲渡について（鳥取市西品治地区会館及び鳥取市千代八千代地区会館を地縁による団体へ無償で譲渡するもの） 原案可決
62 財産の無償譲渡について（鳥取市立津ノ井保育園を社会福祉法人鳥取福祉会へ無償で譲渡するもの） 原案可決
63 財産の無償譲渡について（鳥取市立久松保育園を社会福祉法人あすなろ会へ無償で譲渡するもの） 原案可決
64 市道の路線の認定について（市道の路線を認定するもの（１路線）） 原案可決

人事
（１件） 65 鳥取市教育委員会委員の任命について（鳥取市教育委員会委員に任命することについて同意を求めるもの（新任）小枝

達也氏） 同意

報告
（９件）

1 専決処分事項の報告について（平成24年７月18日に起きた市立中学校の部活動中の生徒が部活動の顧問から体罰を受
けた損害賠償請求訴訟に係る、損害賠償の額及び和解について報告するもの（平成25年12月24日専決）） 報告

2
専決処分事項の報告について（平成25年10月８日鳥取市役所本庁舎正面玄関において、自動ドアの安全装置の不具合
により相手方が自動ドアに挟まれ、負傷したことに対する損害賠償額及び和解について報告するもの（平成26年１月
６日専決））

報告

3
専決処分事項の報告について（平成25年10月30日公用車が国府町糸谷地内の谷地区公民館前交差点において、切り
返しのため後進した際に相手方宅のコンクリートブロック塀を破損した物損事故の損害賠償額及び和解について報告す
るもの（平成26年１月９日専決））

報告

4 専決処分事項の報告について（平成25年11月１日に市立小学校の児童が社会見学中に投げた小石によって駐車中の相
手方車両が破損した事故に係る損害賠償の額及び和解について報告するもの（平成26年１月10日専決）） 報告

5
専決処分事項の報告について（平成25年11月29日公用車が大阪府大阪市淀川区西中島地内の新大阪駅自家用車整理
場南駐車場内において、駐車のため後進したところ、相手方車両の前部と公用車の後部を破損した物損事故の損害賠償
額及び和解について報告するもの（平成26年１月14日専決））

報告

6 専決処分事項の報告について（平成25年12月11日公用車が相手方の自宅駐車場から発進しようとしたところ、相手
方のブロック塀に接触し破損した物損事故の損害賠償額及び和解について報告するもの（平成26年１月27日専決）） 報告

7
専決処分事項の報告について（平成25年11月４日徳尾地内の市道徳尾３号線を相手方車両が走行中、前輪が道路側溝
のグレーチングを踏んだことによる反動でグレーチングが跳ね上がり、相手方車両の荷台及びコンテナ等を破損した物
損事故の損害賠償額及び和解について報告するもの（平成26年２月３日専決））

報告

8
専決処分事項の報告について（平成25年12月９日古海地内の市道古海46号線を相手方車両が走行中、道路面の陥没
していた穴に左前輪を落とし、相手方車両の左前輪タイヤ及びホイルを破損した物損事故の損害賠償額及び和解につい
て報告するもの（平成26年２月３日専決））

報告

9
専決処分事項の報告について（市税等滞納者の定期預金に対して第三債務者として差押えを行ったところ弁済に応じな
かったため、預金先に対し、当該定期預金の取立及び訴訟費用の負担を求める訴えの提起について専決処分したので報
告するもの（平成26年２月26日専決））

報告

議員提出 
（３件）

1 予算審査特別委員会の設置について 原案可決
2 消費税の軽減税率の制度設計と導入時期の明確化を求める意見書の提出について 原案可決
3 食の安全・安心の確立を求める意見書の提出について 原案可決

委員会提出
（１件） 1 特定秘密の保護に関する法律の慎重な運用を求める意見書の提出について 原案可決

　請　願
≪不採択となったもの≫
◦「特定秘密の保護に関する法律」（秘密保護法）の廃止を求める

意見書提出を求める請願
（理由）国の安全保障を考えた場合、本法は必要なものと考えられ

るため。

　陳　情
≪採択となったもの≫
◦市庁舎整備に関する陳情
（理由）急がれる市庁舎の整備について、今後も真摯に議論を進

め、市議会としての市庁舎整備の方向を早期に取りまとめる必
要があるため。

２月定例会で審査された 請 願・陳 情

議
会
改
革
検
討
委
員
会

◆
議
会
報
告
会
の
開
催
を
提
言
！

　

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
は
、
議
長
か
ら
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
お
り
、
一
定
の
結
論
が
出
た
事
項
か
ら
順
次
議
長
に
対
し
て
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
次
提
言
に
お
い
て
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
と
し
た
「
議
会
報
告

会
の
開
催
」
に
つ
い
て
、
３
月
18
日
に
森
本
委
員
長
が
湯
口
議
長
に
対
し
、
第
２

次
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　《
提
言
の
要
旨
》

　

・
議
会
報
告
会
は
、
市
民
を
対
象
と
す
る
。

　

・
議
会
報
告
会
で
は
、
議
案
等
に
対
す
る
議
会
と
し
て
議
論
し
た
内
容
及
び
結

果
、
議
会
改
革
や
広
報
な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
を
報
告
す
る
。

　

・
議
会
報
告
会
の
開
催
は
、「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に
向
け
た
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
の
議
員
の
任
期
中
（
本
年
12
月
16
日
ま
で
）
に
実

施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
、
市
議
会
で
は
、

報
告
会
の
開
催
に
向
け
、
具
体
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
委
員
間
討
議
を
実
施

　

ま
た
、
第
１
次
で
提
言
さ
れ
た
委
員

会
で
の
委
員
間
討
議
が
本
定
例
会
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
間
討
議
は
、
審
査
を
す
る
案
件

の
問
題
点
及
び
論
点
の
整
理
、
明
確
化

が
大
き
な
目
的
で
す
。
委
員
ま
た
は
委

員
長
か
ら
そ
の
実
施
に
つ
い
て
動
議
が

あ
り
、
討
議
を
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

た
場
合
実
施
さ
れ
ま
す
。
本
定
例
会
で

は
、
福
祉
保
健
委
員
会
と
市
庁
舎
整
備

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
委
員
間

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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１
月
28
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
に
７
回
の
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

特
に
、
第
19
回
の
委
員
会
か

ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
放
送

を
行
い
、
委
員
会
で
の
審
査
の

状
況
を
広
く
市
民
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
陳
情
・

補
正
予
算
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
鳥
取
市
庁
舎
整
備
全

体
構
想
（
素
案
）
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
、
２
月
定
例
会
最
終

日
に
は
次
の
と
お
り
中
間
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
新
築
を
基
本
と
し
た

庁
舎
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
に
お
け
る
調
査
の

経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
中
間

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
平
成
25

年
１
月
16
日
の
第
１
回
鳥
取
市

議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
庁

舎
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を

目
的
と
し
、
９
人
の
委
員
で
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
の
15
カ
月
の
間
に

25
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
鳥

取
市
庁
舎
整
備
専
門
家
委
員
会

の
報
告
及
び
請
願
・
陳
情
の
審

査
並
び
に
鳥
取
市
庁
舎
整
備
全

体
構
想
（
素
案
）
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
整
備
に
つ
い

て
は
、
市
民
か
ら
も
大
変
注
目

さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
本

特
別
委
員
会
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
放
送
、
会

議
資
料
や
会
議
録
等
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
い
、
情

報
提
供
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

延
べ
25
回
に
わ
た
る
本
特
別

委
員
会
で
市
庁
舎
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
、
具
体
的

な
市
庁
舎
整
備
の
方
向
性
に
つ

い
て
現
本
庁
舎
の
現
状
の
視
察

も
行
う
な
ど
、
調
査
研
究
を
進

め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
庁
舎
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
庁
舎

整
備
の
方
向
性
を
早
期
に
決
定

す
る
こ
と
、
合
併
特
例
債
を
財

源
の
柱
と
し
て
活
用
し
、
本
市

の
財
政
負
担
を
可
能
な
限
り
軽

減
さ
せ
る
こ
と
、
鳥
取
市
庁
舎

整
備
全
体
構
想
（
素
案
）
で
示

さ
れ
た

①
防
災
機
能
の
強
化

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化

③
庁
舎
機
能
の
適
切
な
配
置

④
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

　

り
の
推
進

⑤
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
る
費

　

用
の
抑
制

　

こ
の
５
つ
の
方
針
に
沿
っ
て

市
庁
舎
整
備
の
検
討
を
す
る
こ

と
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
本

特
別
委
員
会
で
合
意
が
取
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
投
票

の
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
の
認

識
が
違
っ
て
お
り
、議
論
は
堂
々

め
ぐ
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

住
民
投
票
の
時
点
で
は
議
論

が
十
分
で
な
か
っ
た
が
、
鳥
取

市
庁
舎
整
備
全
体
構
想（
素
案
）

で
示
さ
れ
た
５
つ
の
方
針
の
も

と
、
耐
震
改
修
一
部
増
築
案
、

新
築
案
を
支
持
す
る
委
員
の
意

見
が
分
か
れ
る
な
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
案
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね

ら
れ
、
十
分
な
時
間
を
費
や
し

審
査
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
市
庁
舎
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
早
期
に
方

向
性
を
出
す
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
第
23
回
の
委
員
会
に
お

い
て
、
現
本
庁
舎
を
耐
震
改
修

す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
採
決

し
ま
し
た
。

　

一
部
委
員
か
ら
は
現
時
点
で

の
採
決
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決

し
た
結
果
、
現
本
庁
舎
を
耐
震

改
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
成

者
な
し
と
な
り
、
現
本
庁
舎
を

耐
震
改
修
す
る
こ
と
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
庁
舎
を
新
築
す

る
こ
と
を
基
本
に
市
庁
舎
整
備

に
つ
い
て
早
期
に
具
体
的
な
方

向
性
を
決
定
す
る
た
め
引
き
続

き
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
本
特
別
委
員
会
の
中
間
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　とっとり市議会だよりの表紙をかざる写真・絵
手紙を募集しています。テーマに沿ったものなら
ば、仕事・遊び・行事・まちづくりなどジャンルを問
いません。みなさまのご応募をお待ちしています！
　　テーマ「とっとりの秋」
　詳しくは、鳥取市議会ホームページをご覧いただくか、
市議会事務局調査係（電話 0857-20-3343）まで。
　ネットで検索！

表紙作品を募集しています
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発

行
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／
平

成
26年（

2014年
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月
１

日
　

編
集

発
行

／
鳥

取
市

議
会

■環境標語　徒歩通勤　風にひらひら　こいのぼり

月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

６６
月
⓾
日（
火
）
本
会
議

(

開
会
・
提
案
説
明
）

６
月
⓫
日（
水
）
休　

会(

議
案
調
査)

６
月
⓬
日（
木
）
本
会
議(

一
般
質
問)

６
月
⓭
日（
金
）
本
会
議(

一
般
質
問)

６
月
⓮
日（
土
）
休　

会

６
月
⓯
日（
日
）
休　

会

６
月
⓰
日（
月
）
常
任
委
員
会

６
月
⓱
日(

火
）
常
任
委
員
会

６
月
⓲
日（
水
）
本
会
議(

一
般
質
問)

６
月
⓳
日（
木
）
本
会
議(

一
般
質
問)

６
月
⓴
日（
金
）
本
会
議

(

一
般
質
問
・
質
疑
）

６
月
㉑
日（
土
）
休　

会

６
月
㉒
日（
日
）
休　

会

６
月
㉓
日（
月
）
常
任
委
員
会

６
月
㉔
日（
火
）
常
任
委
員
会

６
月
㉕
日（
水
）
常
任
委
員
会

６
月
㉖
日（
木
）
本
会
議

(

委
員
長
報
告
・
討
論

  ・
採
決
・
閉
会
）

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鳥取市議会　作品募集 検索

市
庁
舎
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

中
間
報
告

市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

新
議
員
の
紹
介

　

４
月
13
日
に
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。岡

おか
田
だ
信
のぶ
俊
とし

（二階町二丁目）


